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論文題目 Effectiveness of simplified chest compression-only CPR training program 
(胸骨圧迫のみの単純化心肺蘇生法教育の有効性の検討) 

（論文内容の要旨） 
【背景】病院外心停止患者を救命するためは、市民による心肺蘇生法の実施が重要であるが、人工

呼吸実施への抵抗感、手技の難しさにより、実施割合は 20-30%程度と低い。従来、心肺蘇生法は

人工呼吸と胸骨圧迫からなるものとされてきたが、近年、連続した質の高い胸骨圧迫の重要性が強

調されている。いくつかの観察研究で、胸骨圧迫のみの蘇生法は、人工呼吸付の蘇生法と同程度に

心停止患者を救命することが示され注目されるようになった。胸骨圧迫のみの蘇生法は、手技が簡

単で実施しやすいと期待されるが、その教育効果については、明らかにされていない。 
【目的】研究 1：胸骨圧迫のみの短時間講習会と標準型の講習会では、どちらが正確な胸骨圧迫を

実施できるようになるかを検討する。研究 2：胸骨圧迫のみの講習会前にビデオ教材で蘇生法の自

己学習を促すことが、蘇生法の手技習得にどの程度効果があるのかを検討する。 
【方法】研究 1：デザイン：無作為化介入試験 対象：18 歳以上の市民 介入：「胸骨圧迫のみの

講習会（120 分）」（「簡略型」）または「人工呼吸付講習会（180 分）」（「標準型」）のいずれかを受

講。データ測定：講習会終了直後と 1 ヶ月後に、心停止患者に遭遇した状況設定問題を提示し、2
分間の蘇生手技を評価。主要評価項目：講習会1ヶ月後の、2分間に行なえた正確な胸骨圧迫の実

施回数と、ガイドラインに基づいた理論値に対する正確な胸骨圧迫の実施割合。研究2：デザイン：

無作為化介入試験 対象：18歳以上の市民 介入：「ビデオ教材による事前自己学習＋60分間の胸

骨圧迫のみの講習会」（「ビデオあり」）または「60分間の胸骨圧迫のみの講習会」（「ビデオなし」）

のいずれかを受講。データ測定：講習会直前と終了直後に、心停止患者に遭遇した状況設定問題を

提示し、2分間の蘇生手技を評価。主要評価項目： 2分間に行なえた胸骨圧迫の実施回数。 
【結果】研究1：講習会1ヶ月後の正確な胸骨圧迫の実施回数および理論値に対する正確な胸骨圧

迫の実施割合は、いずれも「簡略型」群で有意に多く実施できていた（86.1±57.2回vs 57.1±30.2回、

p<0.001；47.1±31.1% vs 38.1±20.1%、p=0.022）。「標準型」群では、2分間のうち85.5±17.0秒間、胸

骨圧迫が実施されていなかった（「簡略型」群 33.9±10.0 秒、p<0.001）。研究 2：講習会前、胸骨圧

迫を試みた割合は、「ビデオあり」群で92.6%と有意に高く（「ビデオなし」群は64.4%、p<0.001）、
胸骨圧迫の実施回数も「ビデオあり」群で有意に多かった（100.5±61.5回vs 74.4±55.5回、p=0.012）。
講習会後、胸骨圧迫の実施回数に両群で差はなく（161.0±31.8回vs 159.0±35.7回、p=0.628）、両群

ともに講習会前よりも多く実施できていた（p<0.001）。 
【考察】研究1では、胸骨圧迫のみに蘇生法を単純化することで、短時間の教育でも、正確な胸骨

圧迫の実施が可能となることを示した。研究2では、研究1の成果を発展させ、ビデオ教材による

自己学習により蘇生実施を促す効果が認められたが、講習会による蘇生手技修得に対する上乗せ効

果はみられなかったことを示した。ビデオ教材による学習は、受講が困難なものに対する代替法と

してある程度の効果が期待できるが、蘇生手技の習得には講習会の受講が必要である。標準的に行

われている3時間という講習会の長さが、蘇生法普及の障害の一つと指摘されており、短時間の胸

骨圧迫のみの講習会により市民の講習会参加を促すことができると考える。現在、これらの研究成

果を活かし、胸骨圧迫のみの蘇生法を地域で普及させ、市民による蘇生実施割合や病院外心停止症

例の救命率の推移を検証する地域介入研究を開始している。 
【結語】市民に対する、胸骨圧迫のみに単純・短時間化した蘇生法教育と、ビデオ教材による蘇生

意識の向上の有効性を明らかにした。 

（論文審査の結果の要旨） 
一般市民に対する新しい心肺蘇生教育の方法として、人工呼吸を省略し、胸骨圧迫のみに単純・

短時間化した心肺蘇生法（簡略型蘇生法）教育の有効性（研究1）および簡略型蘇生法講習会受講

前のビデオ学習の有効性（研究2）を、2つの無作為化介入研究により検証した。研究1では、一般

市民223名を人工呼吸も含めて180分間で指導する標準型蘇生法講習会と、人工呼吸を省略した心肺

蘇生法を120分間で指導する簡略型蘇生法講習会のいずれかに割り付け、正確な胸骨圧迫の実施状

況を比較した。その結果、胸骨圧迫のみに手技を単純化することで、短時間の教育でも正確な胸骨

圧迫の実施が可能になることを明らかにした。研究2では、一般市民214名を2群に分け、簡略型蘇

生法講習会受講前のビデオ教材を用いた自己学習の有無による蘇生法の手技習得の違いを検討し

た。その結果、ビデオ教材による自己学習は、蘇生実施を促す効果が認められ、講習会受講が困難

なものに対する代替法としての有用性が期待できるものの、十分な蘇生手技習得には講習会の受講

が不可欠であることを明らかにした。 
以上の研究は、心肺蘇生教育の有効性の解明に貢献し、病院外心停止患者の救命率向上に寄与する

ところが大きい。したがって、本論文は博士（社会健康医学）の学位論文として価値のあるものと

認める。なお、本学授与申請者は平成 21 年 12 月 21 日実施の論文内容とそれに関連した試問を受

け、合格と認められたものである。 
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